











功し、2014 年 12 月 19 日時点で 73 羽のコウノトリが野生下で生息をして
いる。同様に 2008 年９月に新潟県佐渡市においてトキを対象に実施され、
2014 年 12 月 26 日時点で 139 羽のトキが生息している。
筆者はこれまで、兵庫県豊岡市、新潟県佐渡市において、コウノトリやト
キについての住民意識を聴取調査やアンケート調査を通じて把握してきた。
アンケート調査については、コウノトリの事例では 2006 年１月と 2011 年












アンケート調査は、2014 年 11 月１日に郵送により実施した。佐渡市の
協力の下、住民基本台帳より無作為に抽出した 20 歳から 79 歳の男女 1,000
人を対象とした。回収数は 468 通であった（回収収締切日 2014 年 11 月
28 日を設定したが 12 月 18 日まで返信があり、含めた。1,000 通発送した
うち、宛先不明での返送が 3 通あり、997 通内 468 通で計算した結果、回
収率は 46.9％となる）。無作為抽出によるアンケートとしては、回収率は高
かった。しかし、以前実施したアンケート調査の回収率は、2008 年 8 月
は 56.7％、2009 年１月は 59.1％であり、トキ及び野生復帰についての住
民の関心が低くなった可能性が考えられる。なお、佐渡市は人口 59,698 人




































では、60 歳代が最も多く、次に 70 歳代、50 歳代が続いている。性別は、


























































両津 金井 新穂 相川 赤泊
男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計
20
歳代
0 1 1 3 4 7 2 0 2 0 0 0 0 0 0
0.0% 100.0% 100.0% 42.9% 57.1% 100.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
30
歳代
3 8 11 3 5 8 6 4 10 2 3 5 2 0 2
27.3% 72.7% 100.0% 37.5% 62.5% 100.0% 60.0% 40.0% 100.0% 40.0% 60.0% 100.0% 100.0% 0.0% 100.0%
40
歳代
4 6 10 5 6 11 0 3 3 5 1 6 3 0 3
40.0% 60.0% 100.0% 45.5% 54.5% 100.0% 0.0% 100.0% 100.0% 83.3% 16.7% 100.0% 100.0% 0.0% 100.0%
50
歳代
7 8 15 4 6 10 4 3 7 2 7 9 3 0 3
46.7% 53.3% 100.0% 40.0% 60.0% 100.0% 57.1% 42.9% 100.0% 22.2% 77.8% 100.0% 100.0% 0.0% 100.0%
60
歳代
20 15 35 5 7 12 5 4 9 11 5 16 2 5 7
57.1% 42.9% 100.0% 41.7% 58.3% 100.0% 55.6% 44.4% 100.0% 68.8% 31.3% 100.0% 28.6% 71.4% 100.0%
70
歳代
15 15 30 2 5 7 7 3 10 2 10 12 3 3 6
50.0% 50.0% 100.0% 28.6% 71.4% 100.0% 70.0% 30.0% 100.0% 16.7% 83.3% 100.0% 50.0% 50.0% 100.0%
小木 佐和田 畑野 羽茂 真野
男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計
20
歳代
2 1 3 0 3 3 0 2 2 0 0 0 0 2 2
66.7% 33.3% 100.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0%
30
歳代
1 2 3 3 5 8 0 2 2 0 5 5 4 0 4
33.3% 66.7% 100.0% 37.5% 62.5% 100.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 100.0%
40
歳代
3 1 4 10 6 16 1 0 1 0 2 2 1 4 5
75.0% 25.0% 100.0% 62.5% 37.5% 100.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 100.0% 20.0% 80.0% 100.0%
50
歳代
0 1 1 5 4 9 2 4 6 0 3 3 2 6 8
0.0% 100.0% 100.0% 55.6% 44.4% 100.0% 33.3% 66.7% 100.0% 0.0% 100.0% 100.0% 25.0% 75.0% 100.0%
60
歳代
4 3 7 13 6 19 9 6 15 4 3 7 8 4 12
57.1% 42.9% 100.0% 68.4% 31.6% 100.0% 60.0% 40.0% 100.0% 57.1% 42.9% 100.0% 66.7% 33.3% 100.0%
70
歳代
3 4 7 6 6 12 6 2 8 5 7 12 4 1 5




















５年以上 10 年未満 14 3.0
10 年以上 20 年未満 29 6.3
20 年以上 205 44.2
回答者数 464 ―
割合（%） 新潟県内 佐渡市内 合併前旧市町村
おおいに思っている 77.6 78.9 70.5
少し思っている 6.3 9.0 9.2
どちらともいえない 9.4 7.0 12.4
あまり思っていない 2.8 2.6 3.8
ほとんど思っていない 3.9 2.6 4.1










































注：有意差が認められた（x2=27.77、有意水準 1%、d.f. ＝ 5）
20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代 計
回答者 21 4.5% 58 12.4% 61 13.1% 74 15.8% 141 30.2% 112 24.0% 467 100%
非回答者 4111 10.0% 5282 12.9% 5901 14.4% 7524 18.3% 9505 23.2% 8721 21.2% 41044 100%



















回答者 231 49.5% 236 50.5% 467 100%
非回答者 20592 50.2% 20452 49.8% 41044 100%
住民基本台帳 20823 50.2% 20688 49.8% 41511 100%
表 10　回答者と調査対象者の比較：居住地
注：有意差が認められなかった（x2=0.74、d.f. ＝ 9）
両津 金井 新穂 相川 赤泊
回答者 102 22.2% 55 12.0% 41 8.9% 49 10.7% 21 4.6%
非回答者 9568 23.3% 4481 10.9% 2650 6.5% 5006 12.2% 1702 4.1%
住民基本台帳 9670 23.3% 4536 10.9% 2691 6.5% 5055 12.2% 1723 4.2%
小木 佐和田 畑野 羽茂 真野 計
回答者 25 5.4% 67 14.6% 34 7.4% 30 6.5% 36 7.8% 460 100%
非回答者 2190 5.3% 6286 15.3% 3061 7.5% 2506 6.1% 3601 8.8% 41051 100%



















































週に 2 ～ 5 回程度 26 7.0
週に 1 回程度 24 6.5
今までに 5 ～ 10 回程度 111 30.1
今までに 3、4 回 68 18.4































トキの保護への認識は４つの質問をし、表 16・表 17 に結果をまとめた。
佐渡市における保護増殖活動の認識、野生復帰が実施されていることの認識
は、それぞれ 98.3%、99.8% と非常に高い割合であった。トキの森公園につ





はい いいえ 存在を知らない 回答者数
佐渡市において保護増殖活動が行なわれていること
を知っているか 98.3% 3.2% ― 461
野生復帰の実施を知っているか 99.8% 0.2% ― 462





















































































































































るが、回答者の 18.2% が住民に、56.8% が行政に責任があると答えている（表
26）。「誰も担わなくていい」という回答が多かったが、住民か行政かとい
えば、回答者は野生復帰に関する責任を行政においている傾向がある。地域

































佐渡市民全体 55 12.7% 佐渡市 43 9.9%



















国民全体 14 3.2% 国 74 17.1%
誰も担わなくていい 96 22.2%
その他 12 2.8%
合計 79 18.2% 合計 246 56.8％ 合計 108 25.0%
表 27　責任主体の分類：地域の範囲
佐渡市 新潟県 国 その他
周辺の住民 8 1.8% 新潟県民全体 2 0.5% 国民全体 14 3.2% 誰も担わなくていい 96 22.2%
佐渡市民全体 55 12.7% 新潟県トキ保護センター 29 6.7% 環境省佐渡自然保護官事務所 82 18.9% その他 12 2.8%
佐渡市行政 43 9.9% 新潟県 18 4.2% 国 74 17.1%























































































































（理由回答者 0 人） ―









































































































































































































































































人数 割合（%） 人数 割合（%）
佐渡市全域の住民 248 55.4 87 22.6
国民全体 51 11.4 59 15.3
佐渡市全域の子ども 47 10.5 68 17.7
生息地周辺の住民 46 10.3 19 4.9
行政職員 24 5.4 27 7.0
佐渡市内の農業従事者 18 4.0 57 14.8
観光ガイド・観光業者 7 1.6 17 4.4
観光客 6 1.3 49 12.7
その他 1 0.2 2 0.5

















































































に 3、「あまり重要ではない」に 2、「ほとんど重要ではない」に 1 を併記し





実」433 人、「自然災害への対策」433 人、「観光客の増加」438 人、「農林漁業の振興」
435 人、「商工業の振興」430 人、「自然環境の整備」435 人、「ごみ・リサイクル制
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